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昨年度の国民医療費は 38 兆円と推計されているが、高齢化社会の進展もあって、右肩上りの増加
が続いており、財政負担の１つの主因となっている。70歳未満の 1人当たり平均医療費が 18万円で
あったのに対して、75歳以上の平均医療費は 92万円かかっており、この背景には寝たきりの高齢者
が増えていることがある。国民医療費を削減するためには、健康長寿化の実現が重要である。また日
本人の死因内訳を見ると、癌、心疾患、脳疾患など生活習慣病が 6割近くを占めている。国民の健康
増進のためには、生活習慣病を予防することが重要である。 
最近の疫学研究の成果によると、生活習慣病は禁煙、禁酒、食生活改善、適度な運動、十分な睡眠
などの生活習慣改善によってかなり発症が抑えられることが明らかになってきた。1980 年代からは
生活習慣病の発症を抑制する機能性食品因子群の解明が進み、特保食品も開発されてきた。他方、東
洋医学には昔から「医食同源」や「身土不二」の健康観があり、鍼灸整体と並んで食養生が重視され
てきた。栄養バランスの改善、カロリーコントロール、機能性食品の摂取、薬膳療法、薬草療法など
を組み合わせた食養生の実践は、生活習慣病予防に有効であることが確認されている。 
この様な食と健康の考察は、我々のいのちがすべてのものとつながったホリスティック（全連関的）
なものであることに気付かせる。また西洋医学や中医学、アユルベーダ医学の臨床経験は、我々のい
のちが多次元的なものであることを教えている。 
ホリスティックで多次元的な我々のいのちを癒す療法として、①食養生、②ボディワーク、③心理
療法、④自然との身体的交流、農的体験、⑤信頼関係を基盤とした集団の中での社交体験、を組み合
わせたホリスティック・セラピーが有効ではないかと考えている。 
